




1,目的 

外来を訪れる小児の主訴として,最も多いものは発熱である。特に救急外来においては内科

的疾患の大多数は発熱である。これら発熱の多くはウイルス性の上気道感染である。発熱

に対する処置として,私達の救急室では解熱剤の投与,アルコールあるいはぬるま湯に上る

スポンジバス等を行なっている。発熱に対する最も有効な処置は,解熱剤とアルコールによ

るスポンジバスの併用であると報告されている。スポンジバスについては,わが国では従来

あまり用いられず,またその施行に除しても,家族からかなりの低抗がある。私達は,これら

の解熱方法の有効性を確かめる意味で,本研究を行った。 


